
 

 

Ｓ終了－１ 

平成１８年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｓ））研究終了報告書 
 

◆ 記 入 に 当 た っ て は 、 「 平 成 １ ８ 年 度 科 学 研 究 費 補 助 金 （ 基 盤 研 究 （ Ｓ ） ） 研 究 終 了 報 告 書 記 入 要 領 」 を 参 照 し て く だ さ い 。 

 

ローマ字 YASUNAGA HISASHI 

①研 究代表者 

 氏    名 安永 尚志 
②所属研究機関・

 部局・職 
人間文化研究機構国文学研究 
資料館・複合領域研究系・教授 

和文 国際コラボレーションによる日本文学研究資料情報の組織化と発信 
③研 

 究 

 課 

 題 

 名 
英文 International Collaboration for Japanese literary Studies 

平成13年度  平成14年度  平成15年度  平成16年度  平成17年度  総  合  計  
④研究経費 

金 額 単 位 ： 千 円 21,700 18,100 18,100 21,500 21,700 101,100 

⑤研究組織（研究代表者及び研究分担者） ＊平成１８年３月３１日現在 

氏   名 所属研究機関・部局・職 現在の専 役割分担（研究実施計画に対する分担事項）

安永 尚志 
原 正一郎 
武井 協三 
鈴木  淳 
田渕 句美子 
伊井 春樹 
佐藤 信子 
柴山  守 
堀川 貴司 

国文学研究資料館・複合領域研究系・教授 
同・複合領域研究系・助教授 
同・文学形成研究系・教授 
同・文学資源研究系・教授 
同・文学資源研究系・教授 
同・館長 
同・複合領域研究系・研究機関研究員 
京都大学・東南アジア研究所・教授 
鶴見大学・文学部・教授 
 

情報工学 
情報工学 
文学 
文学 
文学 
文学 
文学 
情報工学 
文学 

研究代表者、総括、国際関係 
研究分担者、メタデータ、資源共有化 
総合軸の推進、ディレクトリ 
概念軸の推進、コンテンツ構築 
著書軸の推進、コンテンツ構築 
資源共有化調整 
コンテンツ構築、管理運用 
コラボレーション、ネットワーク 
著者軸の推進、コンテンツ構築 

⑥当初の研究目的（交付申請書に記載した研究目的を簡潔に記入してください。） 

 インターネットの普及により、海外において日本語デジタル資料を入手することは容易となってきた

が、学術研究で必要である資料や情報はまだまだ質量共に貧弱である。また、国を跨ぐ相互利用は極め

て困難である。一方、各国における日本文化研究（とくに、日本文学研究）の実態は、日本においても

あるいは他国においても、殆ど掴めていない。 
 本研究は、国文学研究資料館におけるシステム環境と連携し、とくに海外の研究者を交えたコラボレ

ーション（電子的協調作業方式）による日本文学のためのコンテンツの充実、すなわち共同構築とその

流通促進を研究目的とする。さらに、欧米に共同研究拠点を形成し、各国での事情と要求に沿ったコン

テンツの収集と蓄積をはかるため、コラボレーション・システムを構築し、実用化を図る。また、日本

および各国間の学術情報資源の相互利用を促進するための方策を検討し、とくにシステム環境を構築

し、実用化をはかる。具体的に次の 3 課題を研究する。 
１．日本文学のための国際化コンテンツの整備と発信（コンテンツ研究） 
 海外の研究者および研究機関等の研究ディレクトリ、研究論文目録データベース、日本文学作品の各

国語翻訳の目録データベースの共同構築など。発信環境の整備と発信。 
２．日本文学研究資料のデジタル・アーカイブズの共同構築と利用（コラボレーション研究） 
 古典文学作品のフルテキストデータベース化と発信、具体的な研究課題（例えば、奈良絵本、古筆切

など）によるコラボレーションによる双方向運用可能な国際共同利用型システムの構築と運用、総合的

デジタル・アーカイブズの整理と発信。 
３．メタデータ・データベースの構築と共有化（システム研究） 
 人文系研究機関等の日本文学に関わる情報のメタデータ共同構築をはかり、国際標準型検索規約の実

証実験を進め、情報資源共有化の実証実験を行う。 



 

 

Ｓ終了－２ 

⑦研究成果の概要（研究目的に対する研究成果を必要に応じて図表等を用いながら、簡潔に記入してください。）  

[1]研究拠点の形成とコラボレーションの推進と成果  
 海外の日本学関連の研究機関との連携を図り、多くの研究機関および研究者とのコラボレーションが

実現した。例えば、英国ではオックスフォード大学、ケンブリッジ大学、ロンドン大学等、仏国ではコ

レジュドフランス、パリ第 7 大学等、伊国ではヴェネチア大学、フィレンツェ大学、ナポリ東洋大学、

ローマ大学等、米国ではプリンストン大学、カリフォルニア大学等、中国では浙江大学、北京大学等、

台湾では輔仁大学、台北大学等、韓国ではソウル大学等、インドではデリー大学等である。その他に

も、オランダ、ドイツ、東欧諸国、エジプト等がある。一方、各国における学会等の研究連携を進め、

共同研究を進めた。BAJS（British Association for Japanese Studies，英日研究学会），AISTUGIA
（Associazione Italiana per gli Studi Giapponesi，伊日研究学会），SFEJ（Societe Française des Etudes 
Japonaises，仏日研究学会），AAS（The Association for Asian Studies，アジア学研究学会）等である。ま

た、国際学会では、EAJS（European Association for Japanese Studies）との協力を得ている。 
[2]研究ディレクトリの構築と発信 

 海外研究拠点における研究者ディレクトリ、研究論文目録、翻訳作品目録等のデータベース化

による情報資源の蓄積を行い、専用ホームページから公開した。とくに、AISTUGIA並びにSFEJ
とのコラボレーションにより、主な研究論文と日本文学作品翻訳書の目録データベースを完成し

（発表文献の大半をカバー）、その公開により極めて高い評価を得た。  
[3]コンテンツ研究成果 

 各国の研究者とのコラボレーションにより、研究上重要な学術情報を選び、組織化法を検討し、具体

的なデータ収集を行い、データベースを構築した。古典学における電子化テキスト構築法を実証的に研

究し、国際標準マークアップ言語（SGML/XML）による電子化テキストを作成し、実用化を進めた。と

りわけ、KOKIN ルールに基づく日本古典文学本文データベース（岩波書店刊行旧版「日本古典文学大

系」全 100 巻 600 作品）について、データ変換法を確立し、テキストデータの共有化を促進した成果は

大きい。国文学研究資料館の事業として公開されている。さらに、奈良絵本を基として、原本イメージ

情報とそのテキストとの比較や対応を含むマルチメディア処理の研究を進め、成果を得た。サレジオ大

学（伊国）マリオ・マレガ文庫所蔵日本書籍目録の英文編を刊行した。 
[4]コラボレーション研究成果 

 各国研究拠点において、コラボレーション・システムの要求仕様を固めた。源氏物語を中心とする定

評のある古筆切を画像データベース化し、インターネットを介して注釈や翻刻等のアノーテーションを

行うシステムを実用化した。実際に、研究者間でアノーテーション研究を行い、高い成果を得た。さら

に、蔵書印を対象としてコラボレーションを行うシステム環境も完成し、実用化した。一方、複数の情

報資源をネットワークで統合し、利用者に仮想的に１つの情報資源を提供し、共同研究を実施するため

の研究環境であるコラボレーション・システムの開発研究を進め、成果を得た。 
[5]システム研究成果 

 分散情報資源の相互利用法による新しい古典学の形成の可能性を探る研究を行った。Dublin Core によ

るメタデータと Z39.50 による標準検索プロトコルの利用可能性を研究し、その有用性を確認した。国文

学研究資料館、総合研究大学院大学共同研究プロジェクト「資源共有化」と密接な連携を強化し、デー

タベースの一元的共有化実証実験を推進した。国立歴史民俗博物館、国際日本文化研究センター、国立

民族学博物館、東京大学史料編纂所、大阪市立大学等との情報資源共有化接続実験に成功した。この成

果は、現在人間文化研究機構が進める研究資源共有化事業に用いられている。 
[6]研究成果の公表 

 関連する様々な国内外の研究集会に積極的に参加し、研究発表並びに報告を行った（各年度研

究成果報告書）。2003年度には、日本学術振興会による高い中間評価を受けた。2004年度では公

開の国際研究集会を開催し、伊、仏、台、印の研究者を招聘し、評価を含めた研究発表やシンポジウム

を行った。延150余名の参加を得て高い評価を得た。2005年度は、イタリアにおいてAISTUGIAと共催

で、ICJS（International Collaboration for Japanese literary Studies，日本文学国際共同研究）研究集会を開

催し、研究発表を行い、国際的な評価を受け、研究成果の有用性を確認した。 
 なお、研究成果報告書は各年度に発行し、海外を含む関連研究機関に配布している。また、最終年度

は全研究成果のとりまとめを行い、研究成果報告書を発行した。専用ホームページは、日本古典文学本

文データベース（http://www.nijl.ac.jp/）、国際コラボレーション計画（http://www.nijl.ac.jp/~kiban-s/）
である。  



 

 

Ｓ終了－３ 

⑧特記事項（この研究において得られた独創性・新規性を格段に発展させる結果あるいは可能性、新たな知見、当該研究分野及び関

連研究分野への影響等、特記すべき事項があれば記入してください。） 
 本研究は、所期の研究目的を達成し、期待以上の研究成果を得て無事完了した。この研究は、外国の

研究者を交えたコラボレーション（電子的協調作業方式）による日本文学とその周辺のためのコンテン

ツの充実、すなわちデジタル・アーカイブズの共同構築とその流通促進を目的とした。 
[1]国際コラボレーションと研究情報資源の組織化 

 具体的に、欧米に共同研究拠点を設け、各国での事情と要求事項に従ったコンテンツの収集と蓄積を

はかった。これらの研究成果は、すでにインターネットを通じて、海外に提供され利活用されている。

例えば、日本文学とその周辺に関わる研究者ディレクトリ、研究機関ディレクトリ、発表された研究論

文目録、翻訳された日本文学作品目録などの構築が進み、公開されている。とりわけ、イタリアやフラ

ンスにおいては、これらの情報はほゞ完成に近く、網羅度も高く、極めて有用性が高いとされている。

その他の国においても、順次データベースの構築が進んでいる。このような網羅的な研究情報の組織化

は国際的にも初めての事例である。得られた研究成果の継承は、国文学研究資料館および京都大学東南

アジア研究所において、データベース事業として計画されている。 
 特筆すべき点として、イタリア、フランスについては、確実な研究拠点を構築でき、ほゞ恒久的なコ

ラボレーションの下に、運用可能なシステム環境と体制を整えることができた。さらに、様々なコンテ

ンツを蓄積し、それらの高次利活用によるコラボレーション研究の推進も行った。例えば、実際に古筆

切の同定や注釈研究ができるコラボレーション・システムの開発研究を行い、その実現をはかり、現在

実用段階を迎えている。これらの綿密かつ緊密な研究者間の息の長い交流を通じて、現在国文学研究資

料館との学術交流協定の締結を実現するまでの成果を得ている。 
[2]コンテンツ整備と発信、コラボレーション研究の推進 

 日本文学研究のためのコンテンツ整備と発信も重要な研究課題である。データ作成に当っては、国際

標準化をはかり、国際的な資源共有化を推進した。例えば、日本古典文学作品の全文データベース化に

当たり、データ記述に国際標準である XML（eXtensible Markup Language，拡張可能マークアップ言

語）を適用し、その可能性の実現を人文科学では初めて明確化した。約 200 作品もの DTD（Document 
Type Definition，データ型定義）の定義と XML 化を実現し、ホームページから公開している。これに

より、XML による日本古典文学作品のデータ記述法が確立した。 
 また、貴重書である国文学研究資料館所蔵奈良絵本全 14 点の画像データベースの構築を行い、コラボ

レーションを通じて全文の翻刻を行い、画像とテキストとの対応が可能な奈良絵本データベースを構築

し、発信している。これも極めて有用性が高く、高い評価を得ている。さらに、多種の古筆切、蔵書印

等を比較し、注釈や同定を行うアノーテーションシステムを開発した。インターネットを介して、研究

者が密接にコラボレーションを行い、源氏物語の古筆切同定等に実用的な成果を得ている。 
[3]情報資源共有化  

 国際コラボレーションのための資源共有化システムの構築と提供を行った。関連するデータベースを

個々に切り替えて利用するのではなく、言わば一度にシームレスに横断的に万遍なく検索し、利活用す

る仕組を構築した。人文科学の領域で構築され、公開されている各種の情報資源やデータベースも膨大

なものとなりつつある。研究者が研究を進めるに当たり、これらの研究資料、情報を縦横に利活用する

ことは極めて重要な要件である。技術的要件としては、国際標準情報検索プロトコルである Z39.50 プロ

トコル、並びに事実上の国際標準である Dublin Core メタデータを前提とした。これらを人文科学研究素

材である多種多様な情報資源に適用し、具体的なデータベースの相互運用をはかった。この方式による

データベースの相互運用は、我が国においても初めての試みであり、かつ国際的にも新しい。とくに、

両者の結合による研究例はなく、技術移転を含め、多くの分野で研究成果が直ちに役立つと期待され、

極めて高い評価を得た。 
 現在、7 つの人文科学系研究機関の約 30 個のデータベースが相互接続され、実際に運用されている。

さらに、本方式は人間文化研究機構が進める研究資源共有化事業における重要な基盤技術となり、緊密

な実用化のための連携協力が進められている。  
[4]研究成果の公表 

 全体として、期待以上の研究成果をあげ高い評価を得た。初年度から専用ホームページを立上

げ、コンテンツの発信を進め、研究成果の公表を行った。毎年、研究成果報告書を作成し、国内外

の関連研究機関に配布した。さらに、最終年度の研究成果報告書（1410頁，CD-ROM版も作成）を刊

行した。なお、海外を含む延40名の研究協力者の協力を得た。  

 



 

 

Ｓ終了－４－１ 

⑨研究成果の発表状況（この研究費による成果の発表に限り、学術誌等に発表した論文（掲載が確定しているものを含む。）の全

著者名、論文名、学協会誌名、巻（号）、最初と最後のページ､発表年（西暦）、及び国際会議、学会、特

許等の発表状況について記入してください。なお、代表的な論文３件に○を、また研究代表者に下線を付

してください。） 
[ 1] 原正一郎，安永尚志：メタデータによるマルチメディアデータ統合の試み，情報処理学会人文科学とコン

 ピュータ研究会，2001-CH-51-67，pp.47-54，2001 
[ 2] 原正一郎，安永尚志： 国文学研究支援のためのデータベース統合の試み，人文科学とコンピュータシン

 ポジウム論文集，vol.2001，No.18，pp.125-132，2001 
[ 3] 原正一郎，安永尚志：文学研究のためのデータベースシステムの諸問題, 日本語学，20，pp.48-60，2001 
[ 4] H.YASUNAGA : Il Progetto di Collaborazione Internazionale del Kokubungaku Kenkyu Shiryokan（国文学研究資

 料館の国際コラボレーション計画）, AISTUGIA，XXV，pp.23-28，2001 
[ 5] 原正一郎，安永尚志：国文学研究支援のためのSGML/XMLデータシステム—国文学データ共有のため 
 の標準化—，情報知識学会論文誌，Vol.11，No.4，pp.17-34，2002 
[ 6] S. HARA and H. YASUNAGA：Resource Sharing System for Humanity Researches, 3rd LREC（International 
 Conference on Language Resources and Evaluation），LREC2002，3，pp.51-58，2002 
[ 7] 山西史子，安永尚志：データベースは研究に影響を与えるか—日本古典文学本文データベース利用調査—
 情報知識学会第 10 回研究報告会講演論文集，pp.1-4，2002 
[ 8] 安永尚志：日本文学研究情報組織化のための国際コラボレーション計画，情報知識学会第 10 回研究報告

会 
 講演論文集，pp.57-60，2002 
[ 9] H. YASUNAGA：International Collaboration Research for Japanese Literature，2002 PNC Conference（Pacific 
 Neighborhood Consortium）Abstracts，pp.18-23，2002 
[10] H.YASUNAGA：A feasibility study on the International sharing and standardization of information resources for 
 Japanese literature research and education，AIDLG（Associazione Italiana Didattica Lingua Giapponese）,  
  Ⅱ-2002，2002 
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